
八
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は

「
医
薬
品
医
療
機
器
等
適
合
性
調
査
」
と
、「
に
お
け
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
け
る
第
二
百
六
十
四
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
令
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
七
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
令
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
又
は
令
第
七
十
三
条
の

四
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
三
十
七
条
の
二
十
四
に
規
定
す
る
医
療
機
器
等
適
合
性
調
査
」
と
、
同
条
第
六
号

中
「
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
若
し
く
は
医
療
機
器
等
外
国
製
造

業
者
」
と
、
同
条
第
七
号
中
「
許
可
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
年
月
日
若
し
く
は
登
録
番
号
及
び
登
録
年

月
日
」
と
、「
認
定
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
年
月
日
若
し
く
は
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日
若
し
く
は
医

療
機
器
等
外
国
製
造
業
者
の
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」と
あ
る
の
は「
医

薬
品
医
療
機
器
等
適
合
性
調
査
」
と
、「
に
お
け
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
け
る
第
二
百
六
十
四
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
令
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
令
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
又
は
令
第
七
十
三
条
の
四
に

お
い
て
準
用
す
る
令
第
三
十
七
条
の
二
十
四
に
規
定
す
る
医
療
機
器
等
適
合
性
調
査
」
と
、同
条
第
六
号
中「
医

薬
品
等
外
国
製
造
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
等
外
国
製
造
業
者
若
し
く
は
医
療
機
器
等
外
国
製
造
業
者
」

と
、
同
条
第
七
号
中
「
許
可
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
許
可
年
月
日
若
し
く
は
登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日
」

と
、「
認
定
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
認
定
年
月
日
若
し
く
は
医
療
機
器
等
外
国
製
造
業
者
の
登
録
番
号
及
び
登

録
年
月
日
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
八
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
の
三
十
一
及
び
第
百
三
十
七
条
の

三
十
三
（
第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
十
七
条
の
三

十
一
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
六
項
（
同
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と

あ
る
の
は
「
第
八
十
条
第
三
項
」
と
、「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
」
と
、「
様
式
第
七
十
五
の
五
」
と
あ

る
の
は
「
様
式
第
百
十
三
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
四
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
第
六

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
十
三
第
一
項
」
と
、「
に
お
け
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
け

る
第
二
百
六
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
、
第
百
三
十
七
条
の
三
十
三
中
「
令
」
と
あ
る

の
は
「
令
第
七
十
三
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
八
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
七
条
の
三
十
一
及
び
第
百
三
十
七
条
の

三
十
三
（
第
三
号
及
び
第
四
号
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
三
十
七
条
の
三

十
一
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
六
項
（
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ

る
の
は
「
第
八
十
条
第
三
項
」
と
、「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
」
と
、「
様
式
第
七
十
五
の
五
」
と
あ
る

の
は
「
様
式
第
百
十
三
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
前
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
第
六
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
十
三
第
一
項
」
と
、「
に
お
け
る
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
に
お
け
る

第
二
百
六
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
」
と
、
第
百
三
十
七
条
の
三
十
三
中
「
令
」
と
あ
る
の

は
「
令
第
七
十
三
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
令
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
輸
出
用
医
薬
品
等
に
関
す
る
届
出
）

（
輸
出
用
医
薬
品
等
に
関
す
る
届
出
）

第
二
百
六
十
五
条

令
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
薬
品
等
輸
出
業
者
が
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
百
六
十
五
条

令
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
医
薬
品
等
輸
出
業
者
が
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
四

（
略
）

一
〜
四

（
略
）

五

第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
製
造
業
の
許
可
又
は
登
録
の
区
分
、
許
可
番
号
又
は
登
録
番
号
及

び
許
可
年
月
日
又
は
登
録
年
月
日

五

第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
製
造
業
の
許
可
の
区
分
、
許
可
番
号
及
び
許
可
年
月
日

六

（
略
）

六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
特
例
承
認
に
係
る
医
薬
品
、
医
療
機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
に
関
す
る
添
付
文
書
等
の
記
載
）

（
特
例
承
認
に
係
る
医
薬
品
、
医
療
機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
に
関
す
る
添
付
文
書
等
の
記
載
）

第
二
百
六
十
六
条

令
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
十
二
条
又
は
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
を

適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
八
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
の
添
付
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
は
、「
注
意

特
例
承
認
医
薬
品
」
の
文
字
と
す
る
。

第
二
百
六
十
六
条

令
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
五
十
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る

法
第
八
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
の
添
付
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、「
注

意

特
例
承
認
医
薬
品
」
の
文
字
と
す
る
。

２

令
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
の
二
又
は
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る

場
合
に
お
け
る
法
第
八
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
医
療
機
器
の
添
付
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
は
、「
注
意

特
例
承
認
医
療
機
器
」
の
文
字
と
す
る
。

２

令
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
八
十

条
第
八
項
に
規
定
す
る
医
療
機
器
の
添
付
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、「
注
意

特

例
承
認
医
療
機
器
」
の
文
字
と
す
る
。

３

令
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
五
条
の
三
又
は
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る

場
合
に
お
け
る
法
第
八
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の
添
付
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
項
は
、「
注
意

特
例
承
認
再
生
医
療
等
製
品
」
の
文
字
と
す
る
。

３

令
第
七
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
五
条
の
三
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
八
十

条
第
八
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の
添
付
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、「
注

意

特
例
承
認
再
生
医
療
等
製
品
」
の
文
字
と
す
る
。

（
薬
物
に
係
る
治
験
の
計
画
の
届
出
）

（
薬
物
に
係
る
治
験
の
計
画
の
届
出
）

第
二
百
六
十
九
条

（
略
）

第
二
百
六
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
届
出
を
す
る
者
が
当
該
治
験
に
お
い
て
機
械
器
具
等
又
は
加
工
細
胞
等
を
被
験
薬
の
有
効
性
及
び

安
全
性
の
評
価
の
た
め
に
被
験
者
に
用
い
る
場
合
は
、
第
二
百
七
十
五
条
又
は
第
二
百
七
十
五
条
の
四
に
お
い

て
準
用
す
る
本
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
機
械
器
具
等
又
は
加
工
細
胞
等
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け

出
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
届
出
を
す
る
者
が
当
該
治
験
に
お
い
て
機
械
器
具
等
又
は
第
二
百
七
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
加

工
細
胞
等
を
被
験
薬
の
有
効
性
及
び
安
全
性
の
評
価
の
た
め
に
被
験
者
に
用
い
る
場
合
は
、
第
二
百
七
十
五
条

又
は
第
二
百
七
十
五
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
本
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
機
械
器
具
等
又
は
加
工
細
胞

等
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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